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“青年期移行問題およびメンタルヘルスの社会学”
教授　荻野　達史（社会学）

　当初は社会運動研究から出発し、いじめや学校教育を問題にする市民
活動・運動を主な対象としていました。その後、この10数年、「ひきこもり」
経験者の社会復帰支援を行う民間団体を主なフィールドとして、参与観
察やインタビューにもとづく研究を行ってきました。支援の方法や現場
で生じていることの記述を通して、かれらの困難の社会的背景や、精神
医療との関わりにも注目した支援活動の有する現代的な意味、そして望
まれる支援のあり方について検討してきました。最近は、職場のメンタ
ルヘルス――産業精神保健の歴史や職場復帰支援のあり方――について
の研究も進めています。
　総じて関心があるのは、現代社会の変容を背景として児童期から成人
期にかけていかなるメンタルヘルス上の問題が生じるのか、そしてなん
らかの失調・不調を抱えた方々が「生き直せる」ための社会的支援をそ
れぞれの社会がどのように発想し、施策形成から個々の臨床に至る総体
的な取り組みを展開できるのか、そうした問題になります。

　現在は産業精神保健のフィールドを社会間比較も視野に入れて広げることを模索中です。また、「ひきこもり」
研究により、この現象が多様で支援も多岐に渡るため、児童・青年期における狭義のメンタルヘルス問題だけで
なく、就学・就労に関わる様々な事柄について関心と一定の知識を持つことができました。現在も小中学校の先
生や生徒、保護者を対象にした地域調査に共同研究者として参加していますが、現場の方々のリアリティや問題
意識をお聞きしながら、自分の調査方法等に関する知識や経験を活かせることは、私にとって重要な経験になっ
ています。研究者が既に正解を持っているわけでは全くありませんので、現場と協議しながら必要な調査研究を
行い、必要な対応を考えていく。そうした営みを通じて、自己責任論だけでは終わらない、そして格差の少ない
社会作りになにがしかの貢献ができればと思います。
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